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「魯山人写しの器」発売開始
・・・魯山人が好んだ器を現代に蘇らせました・・・

当社「㈱ふた葉」は、このたび、没後50年を迎えて、㈱小倉陶器に委託し、美と食の極致を築
き上げてみせた鬼才・北大路魯山人先生の作品をモチーフにした器を、ギフトパッケージにし
て発売することにいたしました。作品監修に「かたりべ魯文」さんを招き、品の良い、伝統的で
ありながら新鋭さのある先生らしさあふれる商品になりましたので、お知らせ申し上げます。

北大路魯山人：1883―1959
1883年3月23日、京都上賀茂生まれ。幼い頃から書道、西洋
看板に親しむ。東京に移り、日本美術展覧会に書を出品して

一等賞を受賞。書道、篆刻、画家、陶芸、漆芸などで活躍。大

正に入り、会員制「美食倶楽部」を発足、後に「星岡茶寮」を創

業。「食器は料理の着物である」の信念で、自らの作品でもて

なされた。篆刻家、画家、陶芸家、書道家、漆芸家、料理家、

美食家など様々な顔を持っていた。76才没。






